
　
２
０
２
５
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
か
ら
新
た
に
「
情

報
Ⅰ
」
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の

国
公
立
大
学
が
、「
情
報
Ⅰ
」
を
必
須
科
目

と
す
る
見
通
し
だ
。
宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

の
八や

巻ま
き

一か
つ

智と
も

先
生
は
、「『
情
報
Ⅰ
』
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
生
徒
た
ち
で

す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
を
始
め

と
す
る
情
報
社
会
に
潜
む
リ
ス
ク
や
、
デ
ー

タ
の
作
り
方
・
取
り
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、

意
外
と
知
識
が
乏
し
い
の
が
実
情
で
す
。
情

報
社
会
を
生
き
る
者
と
し
て
、
そ
う
し
た
知

識
を
『
情
報
Ⅰ
』
を
通
し
て
獲
得
し
、
共
通

テ
ス
ト
で
そ
の
理
解
と
定
着
を
図
る
こ
と
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
多
く
の
学
校
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
を
1
年

次
に
履
修
し
て
い
る
た
め
、
１
年
次
で
学
ん

だ
こ
と
を
２
年
次
以
降
で
ど
う
定
着
さ
せ
、

共
通
テ
ス
ト
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
八
巻
先
生
は
「『
情

報
Ⅰ
』
で
学
ん
だ
こ
と
を
他
教
科
の
中
で
実

践
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
学
び
が
深

ま
る
」
と
語
る
。
共
通
テ
ス
ト
の
「
情
報
Ⅰ
」

の
試
作
問
題
に
お
い
て
、
具
体
的
な
問
題
解

決
の
場
面
で
情
報
に
関
す
る
知
識
を
活
用
す

る
こ
と
を
求
め
る
問
題
が
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
す
る
場
面
を

意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
の
知
識
を
活
用
す
る
場
面
と

し
て
最
適
な
の
は
、『
総
合
的
な
探
究
の
時

間
』
で
す
が
、
情
報
以
外
の
教
科
と
の
連
携

で
も
習
熟
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
他
教
科
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て

『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
、

限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
深
い
学
び
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
八
巻
先
生
）

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
八
巻
先
生
が
家
庭
科

と
連
携
し
て
行
っ
た
授
業
、
そ
し
て
「
数
学

Ⅰ
」、「
公
共
」の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
た「
情

報
Ⅰ
」
の
指
導
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

教務部
2学年担任

横山　植
よこやま・まき

同校に赴任して 8年目。
家庭科。

図書・IT部副部長、
情報科推進リーダー

八巻一智
やまき・かつとも

同校に赴任して16年目。
情報科。

社
会
で
求
め
ら
れ
る
情
報
活
用
能
力
を

教
科
横
断
で
育
成

「
言
語
能
力
」「
問
題
発
見
・
解
決
能
力
」
と
と
も
に
、
学
習
の
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
情
報
活
用
能
力
」。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
そ
の
資
質
・
能
力
を
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
現
代
の
高
校
生
に
育
む
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
授
業
実
践
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
教
科
・
科
目
を
横
断
し
て
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む
、
宮
城
県
宮
城
第
一
高
校
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

他
教
科
と
の
連
携
で

「
情
報
Ⅰ
」の
課
題
に
対
応

「
情
報
Ⅰ
」を
他
教
科
と
連
動
さ
せ
て

深
い
理
解
と
学
び
の
効
率
化
を
実
現

宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

実践事例

設
立	

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
、国
際
探
究
科
、理
数
探
究
科（
現

１
、２
年
生
）、
理
数
科
（
現
３
年
生
））
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
一
橋
大
、

横
浜
国
立
大
、
宮
城
大
な
ど
に
１
２
４
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
中
央
大
、
東
京

理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
９
７
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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　「
情
報
Ⅰ
」
と
家
庭
科
の
授
業
と
の
連
携

は
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、「
情

報
Ⅰ
」
の
第
2
章
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
と
、
生
活
の
中
か
ら
課

題
を
見
つ
け
、
家
庭
科
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
生
か
し
て
そ
の
課
題
に
取
り
組
む

「
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
連
携
さ
せ
た

取
り
組
み
だ
。

　「『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ

ン
』
の
授
業
は
、
１
年
次
の
夏
季
休
業
前
に

終
わ
り
ま
す
。
一
方
、
家
庭
科
の
『
ホ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
夏
季
休
業
中
に
課

題
を
見
つ
け
、
２
学
期
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
流
れ
で
し
た
。
双
方

の
授
業
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
家
庭
科
の

横
山
植ま

き

先
生
と
相
談
し
て
、『
ホ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
仮
テ
ー
マ
を
1
学
期
中
に
決

め
、『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
で
『
ホ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の

ス
ラ
イ
ド
の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。『
情
報
Ⅰ
』に
と
っ
て
は
、

実
際
に
発
表
に
使
用
す
る
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ザ

イ
ン
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
で
、『
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン
』
の
学
び
が

実
践
的
な
も
の
に
な
り
、
学
習
が
深
ま
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
」（
八
巻
先
生
）

　
横
山
先
生
は
、「
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
わ
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド
の
作
り
方
を
『
情

報
Ⅰ
』
で
学
習
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

家
庭
科
で
は
課
題
の
発
見
の
仕
方
や
問
題
解

決
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
時
間
を
割
け

た
」
と
説
明
す
る
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
と
の
連
携
を
機
に
、
夏
季
休

業
中
に
作
成
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用

の
ス
ラ
イ
ド
を
情
報
科
と
の
連
名
課
題
と
し

（
図
１
）、
各
単
元
で
の
提
出
物
も
デ
ー
タ
と

し
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
写
真
な

ど
が
添
付
し
や
す
く
な
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の

共
同
編
集
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
も
１
年
間
の
学
び
を
振
り
返
り
や
す
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
横
山
先
生
）

情報科と他教科の連携による学びの深化

※学校資料をそのまま掲載。

家庭科の「ホームプロジェクト」での生徒の成果物の変化図１

「情報Ⅰ」の授業との連携前は、プレゼンテーションで伝え
る説明文を発表資料にそのまま記載する生徒もいた。グラ
フや資料などの添付も少なかったという。

「情報Ⅰ」の授業との連携後、スライドは伝えたい内容がひ
と目で分かるものになってきた。また、プレゼンテーション
本番時にも、原稿をそのまま読み上げる生徒が減ったという。

情報科との連携後情報科との連携前

家
庭
科
の
課
題
研
究
と

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
学
び
を
連
携

他
教
科
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て
、

「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
の
深
化
と
指
導
の
効
率
化
を
図
る

教
科
連
携
に
よ
る
学
び
の
質
の
向
上

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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情
報
科
と
家
庭
科
の
連
名
課
題
と
し
て
夏

季
休
業
中
に
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
用
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
情
報
科
と
家
庭
科
の

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
で
評
価
し
た
（
図
２
）。

　「
家
庭
科
に
お
け
る
評
価
は
、
生
徒
の
取

り
組
み
が
課
題
発
見
か
ら
問
題
解
決
に
至
る

ま
で
の
学
び
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
観
点
で
行
わ
れ
ま
す
。
一
方
、『
情
報
Ⅰ
』

に
お
け
る
評
価
は
、
ス
ラ
イ
ド
が
情
報
を
適

切
に
伝
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
観
点
で
行
わ
れ
ま
す
。
1
つ
の
課
題

に
対
し
て
、
観
点
の
異
な
る
2
つ
の
評
価
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
生
徒
に
伝

え
ま
し
た
」（
八
巻
先
生
）

　
教
科
連
携
に
よ
っ
て
、
習
得
し
た
知
識
を

リ
ア
ル
な
場
面
で
活
用
す
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
は
、
学
習
の
意
義
の
理
解
や
学
習
内
容

の
確
か
な
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
八
巻

先
生
は
語
る
。

　
さ
ら
に
、
教
科
連
携
は
指
導
の
ス
リ
ム
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
横
山
先
生
は
言

う
。
今
後
は
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
の
段
階
で
も

両
教
科
か
ら
の
評
価
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と

で
、
生
徒
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
横
山
先
生
は

期
待
す
る
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
と
同
様
に
、
家
庭
科
も
様
々

な
教
科
と
つ
な
が
り
や
す
い
教
科
で
す
。
八

巻
先
生
を
始
め
、
ほ
か
の
教
科
の
先
生
に
実

際
に
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
横
断
的

な
学
び
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ
り
深
い
学
び
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
教
科
連
携
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
八
巻
先
生
は
考
え

て
い
る
。
既
に
、「
情
報
Ⅰ
」
の
第
３
章
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
で
は
、

「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
の
学
習

内
容
を
踏
ま
え
た
授
業
展
開
を
行
っ
て
い

る
。

　「『
数
学
Ⅰ
』の
授
業
で
学
ん
だ
公
式
を『
情

報
Ⅰ
』
の
授
業
で
復
習
し
、演
習
問
題
を
使
っ

て
デ
ー
タ
集
計
に
手
計
算
で
取
り
組
ん
だ
上

で
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
集
計
し
ま
し
た
。
最

初
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計
算
す
る
の
で

は
な
く
、
数
学
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、
原

理
・
原
則
を
理
解
し
て
か
ら
表
計
算
ソ
フ
ト

を
使
う
の
で
す
。
数
学
で
学
ん
だ
内
容
を
踏

ま
え
る
こ
と
で
、『
情
報
Ⅰ
』
は
演
習
中
心

の
授
業
が
で
き
ま
す
」

　「
デ
ー
タ
の
分
析
」
は
、
授
業
で
時
間
を

か
け
て
教
え
る
こ
と
が
難
し
い
分
野
だ
。
そ

の
た
め
、
情
報
科
と
の
連
携
は
、
数
学
科
担

当
の
教
師
に
と
っ
て
は
、「
情
報
Ⅰ
」
の
授

業
で
生
徒
が
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
に
関
す
る

演
習
問
題
に
取
り
組
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
実
際
、
数
学
の
授
業
で
は
、「
授

業
で
習
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
情
報
Ⅰ
』

の
授
業
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
実
際

に
計
算
し
て
み
よ
う
」
と
、
教
科
連
携
を
念

頭
に
置
い
た
声
か
け
を
生
徒
に
行
い
、
学
習

意
欲
を
高
め
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
、「
情
報
Ⅰ
」
の
第
１
章
「
情

報
社
会
の
問
題
解
決
」
で
は
、「
公
共
」
で

の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
て
、
知
識
の
イ
ン

プ
ッ
ト
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
、
生

徒
主
体
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
。

　「『
情
報
Ⅰ
』
で
連
携
が
可
能
な
教
科
は
ほ

か
に
も
あ
り
ま
す
。
物
理
で
あ
れ
ば
放
物
運

動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
地
学
で
あ
れ

ば
日
照
時
間
や
気
温
の
デ
ー
タ
も
活
用
で
き

る
で
し
ょ
う
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
『
情

報
Ⅰ
』
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
び

の
意
欲
は
高
ま
り
ま
す
。
そ
う
し
た
連
携
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
各
教
科
で
今
、
生
徒

は
何
を
学
ん
で
い
る
の
か
、
最
新
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」　
　
　
　

※学校資料を抜粋して掲載。

２つの教科が異なる観点で評価
「ホームプロジェクト」で作成したスライド
の評価項目

図２

情報科の評価項目

家庭科の評価項目

１
つ
の
成
果
物
を

情
報
科
と
家
庭
科
で
評
価

他
教
科
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
、

授
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
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共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
八
巻
先
生
が
重
視

し
て
い
る
の
が
、
２
年
次
３
学
期
の
模
擬
試

験
だ
。「
情
報
Ⅰ
」
が
出
題
科
目
に
加
わ
る

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
、
学
年
通
信
や
進
路

通
信
な
ど
の
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
「
情
報

Ⅰ
」
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
（
図
３
）。
そ
う
し
て
「
情

報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
を
思
い
出
さ
せ
、
徐
々

に
入
試
を
意
識
づ
け
て
い
く
と
い
う
。

　
同
校
で
は
24
年
度
、
3
年
次
の
学
校
設
定

科
目
と
し
て
情
報
に
関
す
る
選
択
科
目
を
設

定
す
る
予
定
だ
。
学
習
内
容
は
学
年
通
信
な

ど
へ
の
反
応
を
見
な
が
ら
決
め
る
が
、
現
時

点
で
は
3
年
生
の
３
分
の
１
程
度
の
生
徒
が

履
修
す
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

　「
選
択
科
目
だ
か
ら
こ
そ
、
網
羅
的
な
復

習
で
は
な
く
、
履
修
す
る

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ

う
に
、
共
通
テ
ス
ト
対
策

と
し
て
学
ぶ
べ
き
単
元
に

絞
り
込
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

１
年
次
か
ら
総
合
的
な
探

究
の
時
間
な
ど
を
通
し

て
、『
情
報
Ⅰ
』
の
知
識

を
実
践
的
に
活
用
し
て
い

ま
す
か
ら
、
入
試
対
策
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」

２年次12月からの入試への意識づけ
共通テスト「情報Ⅰ」を話題にした
進路通信内のコラム（予定）

図３

※学校資料を抜粋して掲載。

２年生の進路通信では、１２月発行分から共通テ
ストの「情報Ⅰ」に関するコラムを八巻先生が担当。
問題の例示や学習への取り組み方の紹介を行い、
「情報Ⅰ」に関する入試への意識づけを図る予定だ。

２
年
次
３
学
期
の
模
擬
試
験
か
ら

入
試
へ
の
意
識
づ
け
を
始
め
る

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程への対応＞教科「情報」からアクセス

h t t p s :// b h s o . b e n e s s e . n e . j p/ h s _ o n l i n e /s i d o u /s h i n k a t e i / j o h o/

今回の事例のPoint
「情報Ⅰ」の学習を他教科と連動させることで、「情報Ⅰ」だけでなく、他教科に
おいても、授業の効率化と学習内容の定着が進む。
2年次３学期の模擬試験を契機に、まずは共通テストへの意識づけを図る。

2023年度第２回「情報Ⅰ」Web セミナー 
～新課程２年目「情報Ⅰ」の授業実践と入試対応を考える～
アーカイブページのご案内
　25年度大学入学共通テストを約１年後に控える中、いつまでにどのレベルの問題が解けていればよいのか、他教科
とのバランスを考慮しながらどう対策をすべきかといった学校現場のお声を基に、本セミナーでは共通テスト対策と
して検討すべきポイントを整理し、限られた時間で表現できる３年生０学期からの指導ストーリーをご紹介しました。
下記のセミナーアーカイブページより、ぜひご覧ください。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20231115_shidousenryaku/index.html

進
路
通
信
で「
情
報
Ⅰ
」の
問
題
を
配
信

３
年
次
に
は
学
校
設
定
科
目
も
設
置

共
通
テ
ス
ト
に
向
け
た
計
画
と
方
針

「情報Ⅰ」セミナー動画公開！

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20231115_shidousenryaku/index.html
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/joho/

